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　令和７年７月２７日（日）、ユーパル矢祭２階多目的ホールにおいてふるさと人づくり講演会が開催されました。講演

会には新島八重顕彰会顧問を努める遠藤由紀子氏を迎え、約２００人の観客が会場を埋め尽くしました。

　なお、次ページに遠藤氏による基調講演の内容を一部抜粋して掲載しています。

令和７年度

【PROFILE】
福島県郡山市出身。博士（学術）。現在、昭和女子大学歴史
文化学科非常勤講師。女性文化研究所研究員。専門は幕末維
新・近代史、歴史地理学（地域文化）。２００９年、『近代開拓
村と神社－旧会津藩士及び屯田兵の帰属意識の変遷』（御茶の
水書房）で第３２回福島民報出版文化賞奨励賞受賞。『八重の
桜』（NHK 出版）小説版の編集（歴史考証）に協力。著書『会
津藩家老・山川家の近代－大山捨松とその従姉たち』（雄山閣）
、共著『八重と会津戦争』『女たちの幕末明治』（洋
泉 社 ）、『 守 山 藩 』（ 現 代 書 館 ）、『 信 州 か ら 考 え る
世 界 史 』（ え に し 書 房 ）、『 き ょ う だ い の 日 本 史 』（
吉川弘文館）、『歴史の中の「しにぎわ」と死後』（戎光祥出版）など。
※２０２５年６月『棚倉藩』（現代書館）刊行。

　
　
　

延
元
年
遣
米
使
節
は
、
１
８
６
０

　
　
　

年
に
初
め
て
海
外
に
派
遣
さ
れ
た

使
節
団
で
す
。
こ
の
使
節
団
は
、
日
米
修

好
通
商
条
約
に
基
づ
い
て
ワ
シ
ン
ト
ン
で

批
准
書
の
交
換
を
行
う
と
定
め
ら
れ
、
そ

れ
を
実
行
し
、国
交
の
礼
を
と
り
ま
し
た
。

併
せ
て
、
海
外
事
情
を
探
索
す
る
こ
と
も

使
命
で
あ
り
、
日
本
の
科
学
技
術
と
西
洋

文
化
の
受
容
、
知
見
を
広
げ
る
き
っ
か
け

に
も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
使
節
団

は
、
渡
航
に
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
と
咸
臨
丸
の

２
つ
の
船
を
使
用
し
、
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
に

は
77
名
、
咸
臨
丸
に
は
96
名
が
乗
船
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
私
は
歴
史
人
物
の
そ
の
後

の
経
緯
に
興
味
が
あ
り
、
講
演
会
で
は
こ

れ
ら
を
交
え
な
が
ら
使
節
団
の
人
物
に
つ

い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
本
日
は
様
々
な
人
物
を
紹
介
す
る
の

で
、
１
人
で
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
嬉
し
い
で
す
。　

　

ま
た
、
今
回
、
咸
臨
丸
子
孫
の
会
の
方

に
も
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
私

も
お
話
を
伺
う
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
講
演
会
の
後
に
行
わ
れ
る
特
別
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
前
に
、
私
か
ら
も
咸
臨
丸
に
つ

い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
咸
臨
丸
は
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
の
護

衛
船
と
い
う
位
置
づ
け
で
ア
メ
リ
カ
に

渡
っ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
測
量
船
の

ジ
ョ
ン
＝
ブ
ル
ッ
ク
大
尉
な
ど
11
人
の
ア

メ
リ
カ
人
も
一
緒
に
乗
船
し
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
中
で
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
人
物
の
１
人
目
が
木
村
喜
毅
と
い
う

人
物
で
す
。
木
村
喜
毅
は
軍
艦
提
督
で
あ

り
、
人
柄
は
温
厚
で
穏
や
か
な
人
物
と

様
々
な
書
物
に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
長

崎
に
あ
る
海
軍
伝
習
所
の
取
締
を
行
っ
て

お
り
、
乗
船
当
時
は
30
歳
で
非
常
に
人
望

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
西
洋
事
情
や
学

問
の
す
ゝ
め
を
著
し
、
慶
応
義
塾
大
学
を

創
立
し
た
と
し
て
知
ら
れ
る
福
沢
諭
吉
も

木
村
喜
毅
の
従
者
と
し
て
一
緒
に
ア
メ
リ

カ
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
は
、
皆
さ
ん
ご
存
知
か
と
思
い

ま
す
が
、
勝
海
舟
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
勝
海
舟
は
、
咸
臨
丸

の
艦
長
と
し
て
乗
船
し
て
い
ま
し
た
。
一

言
で
は
言
い
表
せ
ま
せ
ん
が
、
勝
海
舟
は

日
本
海
軍
の
礎
を
築
い
た
人
物
で
あ
り
、

ペ
リ
ー
が
来
航
し
て
か
ら
海
防
意
見
書
を

幕
府
が
募
集
し
た
際
に
、
有
能
な
人
材
を

登
用
す
る
こ
と
や
軍
艦
を
建
造
す
る
こ
と

な
ど
を
主
張
し
た
意
見
書
を
提
出
し
、
幕

府
の
中
心
で
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
浜
口
興
右
衛
門
に
つ
い
て
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
浜
口
興
右

衛
門
は
、
長
崎
海
軍
伝
習
所
の
１
期
生
に

選
ば
れ
る
と
と
も
に
航
海
術
に
長
け
て
い

た
こ
と
か
ら
、
咸
臨
丸
に
乗
船
し
て
い
ま

し
た
。
帰
国
後
は
、
横
須
賀
造
船
所
に
勤

務
し
、
日
本
の
船
の
発
展
に
貢
献
し
ま
し

た
。

　

続
い
て
、
小
野
友
五
郎
に
つ
い
て
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
小
野
友
五
郎

は
笠
間
市
出
身
で
、
吉
岡
艮
太
夫
と
関
係

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
笠
間
市
と

矢
祭
町
で
交
流
が
あ
る
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
小
野
友
五
郎
は
航
海
長
と
し
て
名
前

を
残
し
て
お
り
、
和
算
や
洋
算
が
得
意
で

測
量
技
術
に
長
け
て
い
る
こ
と
か
ら
明
治

以
降
は
工
部
省
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
再
度
ア
メ
リ
カ
に
行
き
軍
艦
の
買
い

付
け
を
交
渉
す
る
な
ど
の
活
躍
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
知
る
人
ぞ
知
る
榎
本
武
揚
に

つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

榎
本
武
揚
は
、
海
軍
副
総
裁
と
し
て
蝦
夷

地
に
渡
り
ま
し
た
。
開
陽
丸
に
乗
っ
て
５

年
間
オ
ラ
ン
ダ
で
勉
強
し
、
そ
の
後
、
函

館
戦
争
を
戦
い
、
最
後
ま
で
見
届
け
た
人

物
で
す
。
榎
本
は
東
京
農
業
大
学
を
明
治

24
年
に
つ
く
り
、
大
学
で
は
肖
像
画
や
試

験
問
題
な
り
、
ま
た
資
料
館
も
あ
り
ま
す

の
で
も
っ
と
知
り
た
い
方
は
ぜ
ひ
行
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
矢
祭
町
出
身
の
吉

岡
艮
太
夫
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
咸
臨
丸
で
は
公
用
方
と
し

て
重
病
人
の
世
話
な
ど
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
矢
祭
町
で
発
刊
し
た
絵
本
に
も

記
載
さ
れ
て
お
り
、
吉
岡
艮
太
夫
の
生

涯
に
心
を
寄
せ
て
読
む
に
は
す
ご
く
ス

テ
キ
な
絵
本
だ
と
思
い
ま
す
。
吉
岡
艮

太
夫
は
帰
国
後
、
国
防
策
を
述
べ
、
江

戸
無
血
開
城
後
水
戸
へ
下
る
慶
喜
の
護

衛
に
あ
た
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
配
下

に
祭
り
上
げ
ら
れ
、
思
わ
ぬ
方
向
に
歴

史
が
動
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
出
家
し
、

各
地
を
転
々
と
し
て
生
涯
を
終
え
ま
し

た
。

　

こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
人
物
が
乗
船
す

る
咸
臨
丸
と
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
の
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
へ
の
渡
航
の
記
録
に
は
、

咸
臨
丸
は
38
日
の
航
海
を
経
て
先
に
到

着
し
て
い
ま
し
た
が
、
ポ
ー
ハ
タ
ン
号

の
到
着
が
遅
れ
、
そ
の
安
否
を
心
配
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
11
日
後

に
ポ
ー
ハ
タ
ン
号
も
到
着
し
、
日
本
人

同
士
無
事
に
到
着
し
た
こ
と
を
喜
ん
だ

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

遠
藤
由
紀
子
氏

ふるさと人づくり講演会

新
島
八
重
顕
彰
会
顧
問

万



咸臨丸子孫の会
（左から高山みな子氏、小林賢吾氏、宗像信子氏、榎本隆一郎氏、小野孝太郎氏）

遠藤由紀子氏＝

コーディネーター

遠 高山みな子氏（勝海舟の玄孫）＝

パネリスト

高 小林賢吾氏（浜口興右衛門の曾孫）＝小 宗像信子氏（木村喜毅の玄孫）＝宗 小野孝太郎氏（小野友五郎の玄孫）＝小榎本隆一郎氏（榎本武揚の玄孫）＝榎 佐川正一郎町長＝佐

高

遠宗小

榎

遠佐

遠

遠宗

遠

遠遠小

榎宗小高



乳がん検診 子宮頸がん検診

対象年齢 ４０歳～６９歳の女性 ２０歳以上の女性

検診月日
１１月４日～１月１６日　
※土日祝日、年末年始除く

１１月４日～２８日
※土日祝日除く

予約方法

塙厚生病院（４３- １１４５）に電話予約「矢祭町の
乳がん施設検診を申込ます」とお伝えください。
※１日に実施できる人数に限りがあります。お早め
　に予約ください。

希望日の１週間前までに保健福祉センターに電話予
約

料金 ２，０００円 (４０、４１、６５歳以上は無料 ) ２，０００円 (２１、４０、６５歳以上は無料 )

申し込みQR



平成 26 年 1 月、栃木県（大田原
市・那須塩原市・那須町・那珂川
町）・福島県（棚倉町・矢祭町・塙
町）・茨城県（大子町）の 2市 6町に
よる『八溝山周辺地域定住自立圏
域』が形成されました。
　圏域の地域活性化につなげる取
り組みの一環として、圏域市町の
PR情報をお届けします。
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矢
祭
中
学
生
が
中
体
連
で
大
活
躍

　

令
和
７
年
度
中
体
連
（
中
学
校
体
育
連
盟
）
主
催
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
矢
祭
中
学
生
は
、個
人
戦
・

団
体
戦
と
も
に
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
数
々
の
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
例
年
以
上
に
多
く
の
生
徒
が
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

種目 選手名 結果等
男子四種競技（共通） 安部　凛馬 県南大会 2位
男子 100ｍ（２年） 伊藤　大貴 県南大会 3位
男子4×100ｍリレー（1・2年） 男 子 団 体 県南大会 4位
女子 800ｍ（共通） 斉藤　華恋 県南大会 4位
男子 100ｍ（3年） 武居　武蔵 県南大会 5位
男子 110ｍハードル（共通） 藤澤　悠月 県南大会 6位

東北大会出場者

種目 選手名 結果等
男子自由形 200ｍ 小室　奏喜 県南大会 1位
女子バタフライ 100ｍ 髙澤　　柚 県南大会 1位
女子平泳ぎ 100ｍ 緑川　　朋 県南大会 1位
男子自由形 400ｍ 小室　奏喜 県南大会 2位
女子背泳ぎ 200ｍ 小野瀬芽依 県南大会 2位
女子平泳ぎ 200ｍ 緑川　　朋 県南大会 2位
女子自由形 50ｍ 髙澤　　柚 県南大会 3位

■水泳競技

種目 選手名 結果等
女子ソフトテニス（個人戦） 菊池　桃香・佐藤　心結 県南大会３位
男子ソフトテニス（個人戦） 佐川　遼太・佐川　叶真 県南大会５位

■ソフトテニス競技

▶陸上競技・水泳競技・ソフトテニス競技で県大会出場を果たした選手たちとその指導者

種目 選手名 結果等
女子ソフトテニス（個人戦） 菊池　杏南・小林　愛 県大会５位・県南大会１位

■ソフトテニス競技

県大会入賞者

■陸上競技
種目 選手名 結果等

男子 400m（共通） 窪谷　匡紘 県大会７位・県南大会 1位
女子 1,500 ｍ（2・3年） 金澤　璃奈 県大会７位・県南大会 3位

種目 選手名 結果等
女子ソフトテニス（団体戦） 女 子 団 体 県大会３位・県南大会１位

県大会出場者
■ソフトテニス競技

■陸上競技

種目 選手名 結果等
女子背泳ぎ 100ｍ 小野瀬芽依 県大会７位・県南大会 2位

■水泳競技
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行    政
N A V I

　町では､ 空き家の所有者が自ら居住するために建て替
えをする際に必要となる空き家等の解体、残置物処分及
び庭木の剪定等に要する費用を一部補助します。
【補助の対象となる住宅】
本町にある戸建住宅で、下記のいずれかを満たす住宅
①３ヶ月以上居住の実態がない住宅
②矢祭町空き家バンクに登録されている住宅
【補助の対象となる方】
①移住者（県外から本町へ住民票を異動し、生活される
　方）
②子育て世帯（１８歳未満の就労していない子どもがい
　る世帯）
③新婚世帯（婚姻の届出から３年以内の男女（両者とも
　３９歳以下）の世帯）
※被災者も補助対象となる場合がありますので、お問い
　合わせください
【補助要件】
①空き家の解体後、１年以内に同一敷地内に補助対象者
　自ら居住するための戸建て住宅に定住すること
②交付申請日の属する年度の４月１日以降に購入または

　相続した空き家であること
【補助金の額】
補助金の額は下記のとおりに定めます
補助対象経費の１／２以内かつ最大８０万円
【補助金の申請】
空き家改修等支援事業補助金交付申請書に下記の添付書
類を添えて申請してください
①事業計画書（様式第１１号）
②交付申請に関する誓約書
③空き家であることの証明書
④現住所の住民票 ( 世帯全員分 ) 及び計画図（配置図・
　平面図）
⑤空き家の現況がわかる写真
⑥改修等に係る部位を明記した図面
⑦見積書又は解体内容がわかる書類
⑧解体後の敷地に新築する戸建て住宅に係る
※その他書類の添付が必要になる場合があります
【問い合わせ】
矢祭町役場事業課地域振興グループ☎０２４７- ４６-
４５７５

　町では､ 空き家を除却される方を対象に除却費用を一
部補助します。
【補助の対象となる住宅】
本町にある一戸建ての専用住宅及び併用住宅（１／２以
上が居住用に供されているものに限る）で、下記のいず
れも満たす住宅
①居住その他の使用が１年以上ない住宅
②補助金の交付を受けようとする目的で故意に破損させ
　たものでないこと
③公共事業の補償対象でないもの
④所有権以外の権利が設定されていないもの
【補助の対象となる方】
下記のいずれも満たす方
①空き家の所有者もしくはその相続人
②本町および居住する市区町村に税金の滞納がないもの
③過去にこの補助金の交付を受けていないもの
④法人でないもの（特定空き家などの所有者および非営
　利団体を除く）
【補助要件】
下記のいずれも満たす工事
①交付対象空き家の全部を除却する工事（一部を残さな
　い工事）
②次のいずれかの要件を満たしている事業者が施工する
　除却工事
　・福島県の除却工事業者に登録されている事業者
　・福島県の建設業許可を受けており、除却工事の資格
　　を有する者が所属している事業者
③交付決定通知書の通知の日以降に契約する除却工事
④交付決定を受けた日が属する年度のおおむね２月末
　日までに実績報告書を提出することができる除却工
　事

【補助金の額】
補助金の額は下記のとおりに定めます
補助対象経費の１／２以内かつ最大５０万円
【補助金の申請】
空き家除却支援補助金交付申請書（様式第１号）に下記
の添付書類を添えて申請してください
①空き家の位置図および現況写真
②補助対象事業に要する費用に係る見積書（明細がある
　もの）
③空き家の登記事項証明書（未登記の場合は、固定資産
　税台帳に所有者として登録されていることを証明する
　書類等）
④空き家であることを確認する書類（電気・水道の停止
　日が確認できるもの等）
⑤暴力団排除に関する誓約書（様式第２号）
⑥相続人であることを証明する書類（相続に係る空き家
　の場合）
⑦共有者または遺産共有者との紛争等に係る誓約書（様
　式第３号（共有に係る空き家の場合））
⑧全ての共有者の除却に係る同意書（様式第３号の２）
　及び印鑑登録証明書（共有に係る空き家の場合）
⑨全ての相続人の除却に係る同意書（様式第３号の２）
　及び印鑑登録証明書（遺産分割前の遺産共有に係る空
　き家の場合）
⑩空き家の平面図（併用住宅である場合に限る）
⑪市区町村民税及び本町の固定資産税の滞納がないこと
　を証明する書類
※その他書類の添付が必要になる場合があります
【問い合わせ】
矢祭町役場事業課地域振興グループ☎０２４７- ４６-
４５７５

矢祭町空き家除却支援補助金

矢祭町空き家改修等支援事業補助金

空
き
家
に
関
す
る
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

令
和
７
年
度
矢
祭
ブ
ラ
ン
ド
会
議
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

令
和
7
年
度
の
矢
祭
ブ
ラ
ン
ド
会
議
で
は

矢
祭
町
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
、

新
し
い
町
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作
を
行
い
ま

す
。

　

全
６
回
の
会
議
で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
載
せ
た
い
テ
ー
マ
、
コ
ト
と
モ

ノ
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
、
１
冊
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

会
議
に
は
情
報
発
信
が
得
意
な
講
師
も
お
招

き
す
る
予
定
で
す
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
使
用
す
る
写
真
に
つ
い
て

は
、
今
後
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
た
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
、
受
賞
写
真
を
掲
載
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
自
慢
し
た
く
な
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

日程 実施内容

第 1回 10 月 7日（火） どんなパンフレットを作りたい？
町内マップを作ってみよう。

第 2回 10 月 28 日（火） 矢祭町のお土産といえばなんだろう？

第 3回 11 月 18 日（火） 友達や家族と行きたいお店はここ！

第 4回 12 月 16 日（火） 子育てパパママの癒しスポットを教え
て

第 5回 1月 10 日（土） 春夏秋冬、矢祭の魅力大集合。

第 6回 1月 20 日（火） 私が作ったの！
自慢したくなるパンフレットのまとめ

※各会場等詳細については、決定次第参加者の皆様にお知らせいたします。

　矢祭ブランド会議では、本町の魅力などの情報発信
をするため、インスタグラムのアカウントを開設し、
令和６年度９月１日より随時投稿を続けています。
　本アカウントでの投稿は 『＃わっしょい矢祭』を
つけたものとしており、町のイベント情報や有益な
情報等をお伝えするだけでなく、令和７年度に開催
する矢祭ブランド会議に参加いただいた方にも町内
で再発見した魅力を町内外に向けて発信していただ
く予定です。多くの方のご登録（フォロー）をお待
ちしています。
※右記のQRコード（インスタ
グラム）からご登録（フォロー）
いただけます。
【アカウント名】
＠ yamatsuri_fukushima

インスタグラム随時投稿中

【実施スケジュール・内容】

【募集締切】
令和７年９月１９日（金）まで
【参加資格】
・中学生以上（どなたでも参加できます）
・テーマに興味がある方（テーマごとの参加可能）
【参加費】
無料
【定員】
先着２０名
【申し込み先】
事業課地域振興グループ☎４６-４５７５
※右記QRからも申し込みできます。

矢祭ブランド会議開催要綱

▶申込QR
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霊
園
位
置

　

福
島
県
東
白
川
郡
矢
祭
町
大
字
小
田

　

川
字
中
山
57
‐
９

区
画
数

　

全
41
区
画
（
１
区
画
５
㎡
）

＊
現
在
14
区
画
が
販
売
可
能

永
代
使
用
料

　

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
は
、
１

　
　

区
画
25
万
円
（
宅
地
分
譲
購
入
者

　
　

も
含
む
）

　

②
町
外
に
住
所
を
有
す
る
者
は
、
１

　
　

区
画
30
万
円

管
理
料

　

１
区
画
に
つ
き
、
年
額
２
，
５
０
０

　

円
で
、
納
入
は
５
年
分
（
１
２
，
５

　

０
０
円
）
を
前
納

管
理
料
の
使
途

　

霊
園
の
清
掃
、
環
境
の
整
備
及
び
維

　

持
管
理
に
要
す
る
費
用
と
し
て
使

　

用
す
る
。
た
だ
し
、
個
人
が
使
用
す

　

る
区
画
は
除
き
、
個
人
で
清
潔
に
保

　

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

資
格
要
件

　

①
矢
祭
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
所
を
有

　
　

し
て
い
る
者

　

②
矢
祭
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
購
入
し
た

　
　

者

　

③
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者

　

④
矢
祭
町
に
本
籍
を
有
す
る
者

　

⑤
矢
祭
町
の
出
身
者
で
あ
る
者

　

⑥
そ
の
他
町
長
が
認
め
た
者

使
用
条
件

　

①
墳
墓
の
使
用
は
、
１
人
（
世
帯
）

　
　

に
つ
い
て
１
区
画

　

②
墓
碑
等
の
高
さ
は
縁
石
か
ら
2.5
ｍ

　
　

以
内

問
い
合
わ
せ

町
民
福
祉
課
生
活
環
境
グ
ル
ー

　

プ
☎
４
６
‐
４
５
７
４

大
切
な
方
に
寄
り
添
え
る
場
所

「
中
山
霊
園
」
分
譲
中

行 政
NA V I

～婚活イベント情報～９月号

人
と
人
を
結
ぶ

え
に
し
づ
く
り
の

き
っ
か
け
を

スキなことでつながる　Meet　UP　ふくしま

～　え　に　し　～
（５１）

「おしゃべりカフェ」Open

詳しい内容はQRコードま
たは矢祭町 HP「婚活イベ
ント」で確認できます。

【矢祭町結婚支援室】
リフレッシュふるさとランド内
☎４６-４８８４
E-mail ▶ yamatsuri.project.y@gmail.com
　　　　（E-mail でのご相談可）

結婚マッチングシステム「はぴ福なび 」
「はぴ福なび」は、福島県が導入し
た紹介型のマッチングシステムで
す。結婚を真剣に希望する男女の出
会いを応援するオンライン型のシス
テムで、ご紹介の他にも会員限定の
交流会やセミナー等も行っておりま
す。福島県内にお住いの方、近い将
来福島県に移住をお考え
の方で誠実に結婚を希望
する２０歳以上の独身男
女が対象です。
入会登録料▶１０，０００円（２年間）
※入会登録料については、補助金の対
　象となります。詳しくは矢祭町結婚
　支援室までお問い合わせください。

結婚したいあなたを福島県が応援します

▲はぴ福なびHP

【ハッピー＆スマイル研究会】
日時▶１０月２６日（日）午前１０時～
【おしゃべりカフェ】
談話・ジェルネイル・スキンケア・脱毛無料体験など、県
内外からの参加者同士「はじめまして」で会話が進みます
日時▶１０月２６日（日）午後１時～午後４時
　　　１０月２９日（水）午後３時～午後８時
場所▶「リフレッシュふるさとランド」
※展望台のライト点灯時は「おしゃべりカフェ」開催中
開催予定▶ 11/5（水）・11/9（日）・12/3（水）・12/7（日）
※結婚に関する相談や婚活情報、プロフィール登録も随
　時受け付けています。
※矢祭町結婚支援室では、電話での勧誘等は一切行って
　いません。

日時▶令和７年１０月１８日（土）午前９時３０分～
場所▶グリーンパーク都路（田村市）
対象▶福島県在住でお勤めの４０歳未満の独身の方
参加費▶３，０００円
主催▶福島県Meet UP ふくしま
締切▶１０月１１日（土）０時
※詳しくは左記「矢祭町結婚支援室」にお問い合わせく
　ださい。

【おしゃべりカフェ情報】おしゃべおしゃべおしゃべしゃべゃべりカりカりカりり

おしゃべり
カフェ情報

10
月
１
日
現
在
を
基
準
日
に

令
和
７
年
度
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す

工事名 入札日 （予定価格）
契約額 落札者 工事場所 工期

令和７年度皮田橋
橋梁補修工事

令和７年
７月１日

（28,182,000円）
27,830,000 円

（株）グリーンサービス福島
代表取締役　菊池忠夫

茗　荷　字
皮 田 地 内

令和７年７月１日～
令和８年３月 31 日

令和７年度栗木平橋
橋梁補修工事

令和７年
７月１日

（64,460,000円）
63,910,000 円

矢祭建設（株）
代表取締役　菊池修一

内　川　字
栗木平地内

令和７年７月 26 日～
令和８年３月 31 日

令和７年度道ヶ作
堰ゲート仮締切工事

令和７年
７月 28 日

（5,106,200 円）
5,060,000 円

佐藤建設（株）
代表取締役　佐藤正美

植　田　字
下植田地内

令和７年７月 28 日～
令和８年３月 31 日

令和７年度茗荷地内導
水管布設替２工区工事

令和７年
７月 28 日

（34,281,500円）
34,100,000 円

緑川建設（株）
代表取締役　近田昌弘

茗　荷　字
入 山 地 内

令和７年７月 28 日～
令和８年１月 30 日

令和７年度国道１１８号東舘
地内配水管布設替２工区工事

令和７年
７月 28 日

（43,692,000円）
42,230,000 円

矢祭建設（株）
代表取締役　菊池修一

東　舘　字
山野井地内

令和７年７月 28 日～
令和８年３月 31 日

入
札
結
果

２００

　

国
勢
調
査
は
、
２
０
２
５
年
（
令
和

７
年
）
10
月
１
日
現
在
、
日
本
に
住
ん

で
い
る
す
べ
て
の
人
及
び
世
帯
が
対
象

と
な
り
、
男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、

配
偶
者
の
有
無
、
就
業
状
態
、
従
業
地

又
は
通
学
地
な
ど
人
に
関
す
る
事
項

や
、
世
帯
員
の
数
、
住
居
の
種
類
な
ど

世
帯
に
関
す
る
事
項
を
調
査
す
る
基
幹

統
計
調
査
で
す
。

　

９
月
下
旬
以
降
に
、
調
査
員
が
み
な

さ
ま
の
お
宅
を
訪
問
し
、
調
査
書
類
を

郵
便
受
け
に
入
れ
る
な
ど
し
て
お
配
り

い
た
し
ま
す
。

　

回
答
は
、
で
き
る
限
り
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
ご
活
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
郵
送
で
の
回

答
も
可
能
）

　

ス
マ
ホ
か
ら
の
回
答
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
る
こ
と
で
簡
単
に
ロ
グ
イ

ン
で
き
ま
す
。Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド（
ア

ク
セ
ス
キ
ー
）
の
入
力
は
不
要
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
だ
け
で
な
く
子
育
て
支
援
へ
の
利

用
、
防
災
対
策
へ
の
利
用
、
企
業
等
で

の
利
用
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
の
身
近
な

暮
ら
し
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る

国
勢
調
査
に
従
事
す
る
者
に
は
、
統

計
法
に
よ
っ
て
、
個
人
情
報
を
保
護

す
る
た
め
の
厳
格
な
守
秘
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
お
り
、
調
査
票
の
記
入
内

容
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご

安
心
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、『
国
勢
調
査
２
０
２
５

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト
』
を
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

自
立
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ
☎
４
６

　

‐
３
１
３
１
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藤⾕⿇莉 Mari Fujiya

地域の場づくり担当

福島県いわき市出⾝。前職はアパレル
関係。⾷べ歩き、登⼭、ピアノ、⽔泳
が趣味。

鳴瀬望  Nozomu Naruse

スポーツ振興担当

⼭形県鶴岡市出⾝。前職は⼩学校教員。
トレイルラン、スキューバダイビング、
旅⾏（海外）、ドラマを⾒ることが好き。

⼤⿊屋真由 Mayu Ooguroya

デジタル推進担当

東京都出⾝。前職は舞踏家。趣味
はナンバ歩き。特技はストリートダン
ス。
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菊池 二郎さん宅

※大雨、猛暑日は運行を休止する場合があります。また、予告なしに運行を休止する場合がございます。

登 録 注 文 配 達

担当：鈴木（尚）・松本（幸）

（13：35頃）

（14：30頃）

（13：40頃）

（13：45頃） （15：10頃）

（13：45頃）

（14：00頃）

（14：10頃）

（14：30頃）
（15：00頃）

短
歌　

矢
祭
町
短
歌
会
八
月
詠
草

う
な
ぎ
焼
く
職
人
は
言
う
わ
が
調
理

備
長
炭
で
味
勝
れ
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

税
子

デ
ビ
ュ
ー
し
て
４
三
振
を
食
ら
っ
て
も

ゴ
ー
ル
デ
ン
ボ
ー
イ
の
長
嶋
茂
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

義
勝

朝
採
り
の
胡
瓜
と
茄
子
を
下
さ
り
し

友
に
感
謝
し
浅
漬
け
に
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

文
江

山
霧
の
深
く
た
ち
込
む
早
朝
に

一
斉
に
響
く
草
刈
り
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INFORMATION●

PICK UP EVENT

夏休みワークショップ
｢総合文化部×子ども司書｣開催

Lib
rary letter

「図書館マスター」を目指して、子ども司書講座で学んだ知識を
使った謎解きイベントが図書館で行われました。
当日は、矢祭小の児童と保護者、矢祭中生徒が参加して、ヒン
トを元に各ブースに隠された秘密を解いて行きました。
ちなみに問題は「どうぶつのながさとおもさをはかる２つの絵本
はなあに？シリーズになっているらしいよ。」といった感じです。
どこかで読んでもらったことがあるような…皆さんはわかりまし
たか？（答え：どうぶつしんちょうそくてい、どうぶつたいじゅう
そくてい　文・聞かせ屋。けいたろう／絵・高畠 純）
最後にキーワードが揃ったら、合言葉を図書館職員に伝え、無
事景品をゲットできました。楽しみながら本の知識も増えて、図
書館がどんどん身近な存在になる素敵なイベントとなりました。

夜になると涼やかな虫の音が聞こえてきますね♪
朝夕は過ごしやすくなりましたが、日中との寒暖差にお気を付けください。

RECOMMEND

第１７回 手づくり絵本コンクールの募集期間は、
9月２０日（木）までとなっており、締め切りが
近くなりました。
毎年趣向を凝らした絵本は、どれも力作揃いです。
町民の皆さまのご応募をお待ちしております。

2025

9
楽し
満月にっこり♪

手づくり絵本コンクール
募集期間は9/20 （土）までです！

（翌火曜日休館）

8月2日 （土）

9.18

宝坂構造改善センター・中央団地集会所

もったいない図書館　特別書庫THURSDAY

9.18(木) 10:00 - 12:00

大人のためのおはなしかい

SUNDAY

9.21 (日) 10:00 - 11:00

出前おはなしかい9.21

9月の出前おはなしかいは、宝坂と中央団地に
訪問します。
お近くにお住いのかたは、ぜひお越しください。
訪
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７０周年を記念し、町へ寄附
▶寄附採納式

　８月７日（木）、役場町長室において日本琺瑯釉
薬株式会社の小島大介代表取締役が来庁し、令和
７年５月に迎えた設立７０周年を記念して、矢祭
町のさらなる発展に向けて役立ててほしいとの願
いを込めて町のふるさと人づくり基金に寄付しま
した。

TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　７月３０日（水）、特別養護老人ホームユーア
イホームにおいて百歳高齢者賀寿贈呈式が行わ
れ、１００歳を迎えられた大森文雄さんに福島県
知事及び町からの賀寿・記念品、町社会福祉協議
会・高齢者クラブ連合会及び矢祭福祉会からの記
念品等がそれぞれ贈呈されました。

　７月２２日（火）～３１日（木）、住民主体の活
動を進める「結いゆい隊」によるラジオ体操が町内
１８カ所で行われ、約２，３００人（延べ人数）が
参加しました。夏休み早朝に子どもから高齢者まで
多くの方が参加し、地域のつながりを広めていこう
と楽しく交流しました。

見守りや支えあいのある町を目指して
▶地域がつながるラジオ体操

元気いっぱいにつかみ取りを楽しむ
▶第５回あゆのつかみ取り

　７月２６日（土）、田川（アートポップマシコ前）
において矢祭町観光協会主催、久慈川第一漁業協同
組合、町共催のもとあゆのつかみ取りが開催されま
した。約１００名が参加し、輝く太陽の下、子ども
たちは暑さに負けず元気いっぱいにあゆのつかみ取
りを楽しんでいました。

　８月６日（水）、役場町長室において故佐藤
守男さんのご遺志により、ご子息の佐藤武男さ
んが来庁され、矢祭町のさらなる発展に資する
町民の人材育成に役立ててほしいとの願いを込
めて、町のふるさと人づくり基金に寄附しまし
た。

　８月６日（水）、役場駐車場内において道路清掃
奉仕作業出発式が行われました。道路清掃奉仕作業
は佐藤建設（株）、佐川建設（株）、緑川建設（株）、
（有）熊田組、（株）グリーンサービス福島、矢祭建
設（株）協力のもと安心・安全な道路環境づくりの
ため町内全域で実施されました。

故佐藤守男さんのご遺志により
▶寄附採納式

安心・安全な道路環境づくりを目指して
▶道路清掃奉仕作業出発式

中学生１３名がボランティア活動に参加
▶サマーショートボランティア

　８月７日（木）、保健福祉センターにおいて矢祭
町社会福祉協議会主催のもと行われたサマーショー
トボランティアの閉講式が実施され、７月２５日
（金）から８月７日（木）にかけて町内各種施設で
ボランティア活動に参加した中学生１３名に修了証
書が贈られました。

１００歳のご長寿を祝福
▶百歳高齢者賀寿贈呈式
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まちづくりの方向性を共有
▶日野市長表敬訪問

　８月１９日（火）、佐川町長が東京都日野市の古
賀壮志市長を表敬訪問しました。今回の訪問では、
文化振興や地域振興を軸に、両市町が互いの取り組
みを理解し合い、今後の連携の可能性を探る趣旨で
行われ、まちづくりの方向性を共有する貴重な機会
となりました。

　８月１５日（金）、百八の火の明かりに先祖の水
難供養と地域の安全を祈る、正観世音祭「百八灯」
が行われました。太鼓の音とともに子どもたちの
「わっしょい、わっしょい」の声が地域に響き渡り、
夕暮れ時に百八の灯火が燈され、暗がりの中に幻想
的な炎の列が揺らめきました。

　８月１３日（水）、ニュータウン中山集会所・集
会所前広場にて、ニュータウン中山祭２０２５ふ
れあい盆踊りが開催されました。太鼓の音に合わ
せて、たくさんの方が盆踊りを楽しみ、中には仮
装をした方々もおり、盆踊りを盛り上げていまし
た。

暗がりに炎の列が揺らめく
▶戸塚「百八灯」

たくさんの方が盆踊りを楽しむ
▶ニュータウン中山祭ふれあい盆踊り

特産品や魅力をPR、地域交流・連携強化を図る
▶麻布十番納涼まつり

　８月２３日（土）から２４（日）、東京都（港区）
において開催された麻布十番納涼まつりに本町から
もったいない市場が出店しました。当日は佐川町長
も会場を訪れ、矢祭町の特産品や地域の魅力を来場
者に伝える機会となり、両地域の交流と今後の連携
強化にもつながりました。

　８月１２日（火）、役場第１会議室において DX
推進に向けた支援や助言を行う未来共創フェロー
の委嘱状交付式が行われ、総合政策分野に東京都
立大学客員教授の陳内裕樹氏、教育分野に愛知教
育大学・大阪教育大学客員教授の小出泰久氏が任
命され、委嘱状が交付されました。

　８月１０日（日） 、久慈川（矢祭橋から道ヶ作堰間）
を会場に、第５回鮎釣り大会（やまつりCUP）が
開催され、県内外から集まった多くの太公望が鮎釣
りを楽しみました。競技終了後には、東橋付近の本
部にて表彰式や抽選会が行われ、参加者全員に賞品
が贈られました。

県内外から集まり、鮎釣りを楽しむ
▶第５回鮎釣り大会（やまつり CUP）

町内の各種施設を視察
▶川口市長来町

　８月１２日（火）から１３日（水）にかけて、川
口市の奥ノ木信夫市長らが矢祭町を訪れました。今
回の来町には、奥ノ木市長との交流のきっかけを
作った川口東ライオンズクラブの佐藤啓智氏も同席
し、もったいない図書館や虫の里・福島奥久慈昆虫
館など町内の各種施設を視察しました。

DX の推進に向けて委嘱状を交付
▶未来共創フェロー委嘱状交付式

　８月８日（金）、役場町長室において永年にわた
り会員の加入促進や地域福祉向上に尽力した功績を
称えられ、福島県老人クラブ連合会長表彰を受賞し
た矢祭町高齢者クラブ連合会長の佐藤忠男さんが来
庁し、佐川町長に受賞の報告と表彰状を披露しまし
た。

会員の加入促進や地域福祉向上に尽力
▶福島県老人クラブ連合会長表彰受賞報告
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固定資産税▶３期
介護保険料▶４期
国民健康保険税▶４期
後期高齢者医療保険料▶２期
納期限（口座振替日）▶９月３０日（火）

水道使用料▶７～８月分
納期限▶９月３０日（火）
口座振替日▶９月２５日（木）

●今月の納税
10 月より、全国で「マイナ救急」の運用が始まります。
～もしもの時に、命を守る新しい仕組み～
　救急搬送時にマイナンバーカード（マイナ保険証）を活用すること
で、救急隊員や医療機関が患者さんの診療履歴や服薬情報、特定健診
の結果などを迅速に確認できるようになります。これにより、搬送先
の病院選定や応急処置、治療の準備がより的確に行えるようになりま
す。
～ご協力のお願い～
　マイナ救急を利用するには、マイナンバーカードの「健康保険証利
用登録」が必要です。まだ登録がお済みでない方は、ぜひこの機会に
ご登録ください。また、緊急時に備えて、マイナ
ンバーカードは常に携帯しておくことをおすすめ
します。

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
本多　勝一 85 守 7 / 8 関　岡

　８月号「お悔み申し上げます」において
掲載が漏れていました。ここに訂正しお詫
び申し上げます。

●お詫びと訂正
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め
の
ラ

　

イ
ト
点
灯
や
ハ
イ
ビ
ー
ム

　

の
活
用
促
進
／
自
転
車
・

　

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転

　

車
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
・

　

遵
守
の
徹
底
と
ヘ
ル
メ
ッ

　

ト
の
着
用
促
進

　

９
月
20
日
〜
26
日
は
動
物

愛
護
週
間
で
す
。
愛
情
と
責

任
を
持
っ
て
最
期
ま
で
飼
い

ま
し
ょ
う
。

犬
の
適
正
な
飼
育

　

●
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、

　
　

登
録
と
、
年
１
回
の
狂
犬

　
　

病
予
防
注
射
を
受
け
さ

　
　

せ
、鑑
札
と
注
射
済
票
は
、

　
　

犬
の
首
輪
等
に
必
ず
つ
け

　
　

て
く
だ
さ
い
。

　

●
飼
い
犬
を
迷
子
に
さ
せ
な

　
　

い
で
く
だ
さ
い
。
リ
ー
ド

　
　

や
首
輪
の
点
検
を
定
期
的

　
　

に
行
い
、
万
が
一
の
た
め

　
　

に
迷
子
札
も
つ
け
て
く
だ

　
　

さ
い
。

　

●
犬
の
散
歩
の
際
は
、
必

　
　

ず
リ
ー
ド
を
つ
け
、
フ

　
　

ン
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ

　
　

さ
い
。

　

●
日
常
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ

　
　

た
め
、
正
し
い
し
つ
け
を

　
　

し
て
く
だ
さ
い
。

猫
の
適
正
な
飼
育

　

●
猫
は
室
内
飼
い
を
し
て
く

　
　

だ
さ
い
。
交
通
事
故
、
病

　
　

気
、
迷
子
、
近
隣
へ
の
フ

　
　

ン
尿
を
防
ぐ
た
め
、ま
た
、

　
　

災
害
時
に
同
行
避
難
が
で

　
　

き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

　
　

い
。

　

●
飼
い
猫
が
迷
子
に
な
っ
た

　
　

時
の
た
め
に
迷
子
札
を
つ

　
　

け
て
く
だ
さ
い
。

　

●
野
良
猫
に
餌
を
与
え
た

　
　

結
果
、
不
幸
な
子
猫
が

　
　

生
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
増

　
　

え
て
い
ま
す
。
野
良
猫

　
　

に
餌
を
与
え
て
い
る
方

　
　

は
、
そ
の
猫
の
管
理
者

　
　
（
飼
育
者
）
と
な
り
ま
す
。

　
　

猫
に
不
妊
去
勢
手
術
を

　
　

受
け
さ
せ
、
フ
ン
尿
の

　
　

後
始
末
は
管
理
者
（
飼

　
　

育
者
）
が
責
任
を
持
っ

　
　

て
行
い
、
ま
わ
り
に
迷

　
　

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

　
　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
、
10
月
を
「
不
正

軽
油
撲
滅
強
化
月
間
」
と
定

め
、
関
係
団
体
と
協
力
し
て
、

不
正
軽
油
の
排
除
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

軽
油
に
課
税
さ
れ
る
軽
油

取
引
税
を
脱
税
す
る
目
的
で
、

軽
油
に
灯
油
や
重
油
を
混
ぜ

る
な
ど
し
て
製
造
さ
れ
る
燃

料
、
い
わ
ゆ
る
「
不
正
軽
油
」

が
正
常
な
軽
油
と
偽
っ
て
販

売
、
使
用
さ
れ
て
い
る
事
例

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
不
正
軽
油
は
、
悪
質

な
脱
税
行
為
で
あ
り
、
環
境

汚
染
の
問
題
の
ほ
か
、
公
正

な
市
場
競
争
の
阻
害
、
さ
ら

に
は
暴
力
団
等
の
犯
罪
組
織

の
資
金
源
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　
「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
、

売
ら
な
い
、
買
わ
な
い
、
使

わ
な
い
」

　

不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅

に
は
、
県
民
の
皆
様
の
ご
協

力
と
情
報
提
供
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　

不
正
軽
油
の
情
報
提
供
に

つ
き
ま
し
て
は
、
県
庁
税
務

課
ま
た
は
最
寄
り
の
地
方
振

興
局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

不
正
軽
油
ホ
ッ

　

ト
ラ
イ
ン
（
県
庁
総
務
部
税

　

務
課
）
☎
０
２
４
‐
５
２
１

　

‐
７
２
０
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２

　

４
‐
５
２
１
‐
７
９
０
５
／

　

県
南
地
方
振
興
局
県
税
部
☎

　

０
２
４
８
‐
２
３
‐
１
５
１

　

９
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
８
‐
２

　

３
‐
１
５
２
１

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

は
、
公
的
年
金
等
の
収
入
や
そ

の
他
の
所
得
額
が
一
定
基
準
以

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

９
月
20
日
〜
26
日
は

動
物
愛
護
週
間
で
す

令
和
７
年
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す

人　口 ５,０５０人（－   21）
男 ２,４８１人（－   ８）
女 ２,５６９人（－   13）
世　帯 ２,０７４世帯（－   ３）

人の動き
８月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

　今月は、ふるさと人づくり講演会につ
いて取材させていただきました。当日は、
矢祭町ゆかりの偉人吉岡艮太夫や咸臨丸
などの歴史について知る貴重な経験とな
りました。基調講演と特別セッション一
部を掲載させていただきましたので、ぜ
ひ読んでいただけたらと思います。　（悠）

●あとがき

●町内火災・救急件数
（令和7年1月1日～8月12日）

火災件数　 2 件
救急出動　  153件

消防分署からのお願い

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

制
度
の
お
知
ら
せ

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
小林　常男 91 和美 7 / 26 戸　塚
髙澤　大三 96 光 7 / 27 大　垬
川島　和之 68 国夫 8 / 8 東　舘
保科　イワ 101 喜一 8 / 18 小田川
大垣　イネ 91 佑輔 8 / 19 関　岡
佐川　　泉 65 怜 8 / 23 中石井
菊池　禮子 94 典比古 8 / 23 下関河内

●お悔み申し上げます（敬称略）

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119
福島県救急電話相談窓口
「＃ 7119」（24 時間対応）

10
月
は
不
正
軽
油
撲
滅
強
化

月
間
で
す

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
佐瀬　優仁 8/10 和宏 ・ 秋子 金　沢

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）
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ま
ち
が
好
き
  共
に
生
き
て
  笑
顔
あ
ふ
れ
る
  や
ま
つ
り
ま
ち

令
和
7年
9月
5日
発
行

（
毎
月
第
1金
曜
日
発
行
）

N
o.774

月情報カレンダー
［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター9

日 月 火 水 木 金 土
7 8 9 10 11 12 13

● 3か月児健康診査
　         塙（13：00～13：15）
●心の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●献血
　    山開（9：30～11：30）

○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

14 15 16 17 18 19 20
●敬老会
ユ（10：00～）

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

21 22 23 24 25 26 27
●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●マミーサロン
　 保セ（10：30～15：00）
● 6か月児・10か月児健康相談
　 保セ（9：30～ 9：45）

●カンガルーくらぶ○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ○あらまちクリニック☎33-8018 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

28 29 30 10/1 2 3 4
●特定健康診査及び女性のがん検診
  　保セ（8：00～ 11：00）

○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

5 6 7 8 9 10 11
●心の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●マミーサロン
　 保セ（10：00～15：00）

○東舘診療所☎46-2312 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

＊新型コロナウイルス感染症の影響により、
変更となる可能性があります。

■今月の一冊　～わたしのすきな絵本～

『野球しようぜ！大谷翔平ものがたり』
矢祭町長 佐川 正一郎

文▶とりごえこうじ 出版社▶世界文化社絵▶山田花菜 対象▶小学生～

　メジャーリーグで活躍する大谷翔平
選手の幼少期から現在に至るまでの軌
跡をたどった絵本。常に夢を描き挑戦
を続けてきた大谷選手の半生を描いた
物語。野球を始めた子どもたちはもち
ろん、すべての子どもたちが夢をもっ
て挑戦する励みになる絵本です。物語
では幼少期から日本プロ野球、MLB、
WBC での活躍、全国小学校へのグラブ
寄付、ドジャース入団までを紹介し、
巻末には大谷選手のことがよくわかる
インタビューや写真、手形を入れた「新
聞」ページも掲載しています！
（紹介文：世界文化社／矢祭もったいな
い図書館）

▶最も暑い夏を過ごしました。残暑も
厳しいので体調管理、はしっかり注意
をして下さい。今月ご紹介する絵本は、
「大谷翔平選手のものがたり」です。野
球は、国民的なスポーツで皆から愛さ
れるものです。そして、夏の甲子園大
会は、全国民を一つにする力がありま
す。この絵本から学んでほしいことは、
夢や目標を持つことの大切さです。そ
れぞれの人生の中で、何を持つかです。
先日、若鮎チャレンジサポート事業の
報告会がありました。記録的な暑さの
中で、それぞれの結果を出した努力は、
素晴らしいことです。スポーツは自身
の励みにもなり、国や町の人達に元気
を与えます。また、スポーツに打ち込
んだ選手の強みは、フェアプレーの精
神で物事にチャレンジするところです。
子どもたちの成長を願い、見守ってい
きたいと思っています。


